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Ⅰ はじめに 

 分科会の基調では、現実社会の中で生きづらさ

を抱えさせられている人たちが社会の隅に追いや

られ、そんな人は居ないかのように見えづらくなっ

ている。さらに、日本社会はその責任があたかも個

人にあるかのように語られている実態がある。ま

た、ネット上の差別投稿等社会的マイノリティの人

たちの尊厳を脅かしている。排外主義の横行、根強

い差別意識等がある。 

このことから、これまでのまちづくりの成果であ

る「部落解放子ども会活動」「識字運動」「地域の文

化活動」等を踏まえ、すべての人の人権が保障され、

誰もが安心・安全に暮らせるまちづくりを目指して

いくためにはどうしていくのかを報告をもとにし

て事実と実践を出し合い、討論・意見交流すること

が提案された。 

 

Ⅱ 報告及び質疑討論の概要 

―報告１―⑲  

「解放研の『これまで』と『これから』  

（高知県人教） 

１人の先輩が解放研を立ち上げ 48 年めとなっ

た。「部落解放運動を自らの課題として捉え、実践

及び研究協議することにより、労働者自身が自分

の差別性に気づき、世の中の不合理や差別と闘う

運動を創り出すこと」を目的に始まった。 

解放研の取組から、学び合い語り合いから、過去

の自分の差別性や「普通とは」などの議論から大切

なことは、相手がどう感じるかを察することではな

いかということに気づかされた。そして、気づいた

ら行動し継続することを大切にしてきた。そのこと

が意識をも変えるのではないか。これが部落差別

をなくす一歩になると考えている。 

 

―主な質疑と意見― 

大阪・福岡 部落研はどんな立場のメンバーがいる

のか、どうつながっていったのか 

大分 その違う立場のメンバーの語り合いがどん

な影響としてあるのか。 

報告者 労働組合のメンバーが解放研へだが、会

計年度の採用の方と教員の構成メンバーはいない。

自分の経験以上に他の人の経験を聴くことがとて

も学びになっている。啓発については意識して行

いたい。お互いの意見交換は大事だ。とても先輩

の語る姿が印象に残っている。それ継承したい。 

協力者 今後連携していくためにつながっていこう

としていることはあるか。 

報告者 教育委員会と人権啓発の取り組みを一緒

させてもらいつながっていきたい。 

千葉 被差別当事者の方との関係と被差別地域の

状況を教えてほしい。 

報告者 「機関紙」で組合員全員と情報共有、当事

者の思いを聴く研修会、職員の当事者からおもい

を聞いている。 

高知 宿泊研を行っていた。語り合いがとても楽し

かった。 

大阪 職員異動のサイクルはどのような影響があ

ると考えるか。 

報告者 学習会が繰り返し行われているので、多く

の職員のまなびになっていると考えている。学習

を重ねている人も多くいることがよいと思う。 

協力者 解放研の存在がまちづくりにどのような

意味をもっているのか。 

報告者 学習した人が組合でも、職員でも新たに解

放研に入っていただいていることもあり、人権に

ついて考えていく街づくりが確実に広がりをもっ

ている。 

福岡 職場の中に解放研があることはとても良い

ことだと考える。労働組合と被差別部落は共に闘

う仲間だと思っている。それを解放研があることで

語れる場がある。思いを伝える場があると思って

いる。報告に感謝する。 

熊本 全体会でポジティブな出会いということが

ありましたが、であいがもたらすつながりやここち

よさがある。しかし、解放研を抜けてしまう人もい

る。新しい出会いの中での魅力はとても大きなこ

とではないか。 

高知 私が職員だった時に解放研というものを知

らなかった。黒潮町の話を聞いたとき魅力を感じ

た。入ってさらに力を共有できたし、楽しかった。

活動が輝いてみえた。 

高知 解放研をずっと続けているが、どう継続して

いくのかが課題だ。地域の広がりを意識しながら

活動しているが単発的な活動ではなく、どんどん

つながっていきたいし、一緒に成長したい。 

協力者 私の地元も解放研があるが、子ども会や

思いを語る会にも参加してくれている。学んだ人

たちがさまざまな活動の中核を担っている。そこ

が人権のまちづくりにつながっているのではと思

っている。黒潮町では感染症でなかなか進まない

なか、一から創り上げ、「自分を語る」を土台に解放

研の活動を続けていることに感銘を受けた。人と

人がもっとつながりあえるように、解放研の取り組

みを続けてほしい。 

 

―報告２―⑳ 

「地区進出学習会へのこだわり」 

～共に学び、共に行動する～ （鳥取県人教） 

第４分科会 
「人権のまちづくり」 

第５分散会 

会場：柴島高等学校 
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 中山ふれあいセンターは「人ある限り人権を」を

モットーに活動している。1978 年「社会的立場を

深める指導」から学習会が始まっているが、地区進

出学習会がなくなってしまっている地区もあるな

か、学校が、学習会の必要性を理解して存続してい

る。 

「ここに差別があるんだ」ということを前提に学習

会がある。子どもたちが中心となっているが子ど

もたちとともに学ぶおもいがあることが学習会が

続いている理由だと思っている。子どもたちも学

習会が当たり前のものになっている。 

 「学習会をなくす風潮にあるなかなぜ続けている

のか」との質問があるが、学習会をすることが当た

り前なのでそもそもそういう発想がない。「差別に

負けない強い心をもった人間に成長して欲しい」と

いう保護者の熱意がある。これが続いている大き

な理由ではないか。全家庭が夏休みの見守り学習

に参加していることでもわかる。差別があることに

否定的な家庭も学習会には 9 年間参加し続けた。

これが 50 年何事もなく続いている。「仲間を大切

にする」学習や部落問題学習、「差別と出会ったと

きの行動」など「堂々と胸を張ってはっきりともの

が言え、行動できる人間になろう」を目標に学習会

が開催されている。学習会は「楽しい」学校ともつ

ながっている。 

学校は、出自については、積極的に明かさないが

隠しもしないスタンスで保護者の了解もある。立場

がわかっていてこその学習会であると確信してい

る。差別がる限り学習会を続けていく。差別にあっ

ても負けないなかまがいること、負けそうになった

ら帰ってきて、支えてくれるなかまがいることを学

習会でつたえていく。 

 

―主な質疑と意見― 

（不明） 私も教育集会所で「差別に負けない、差別

と闘う」学習会をしている。小学校では「地区進出

学習会」について「知る学習指導」とは何か教えて

ほしい。 

高知 「部落差別に負けない」とあるがどのように

解釈すればよいか。「いじめや差別を見たときにダ

メだとはっきり言える力」自分ははっきり言えなか

った。でも支えがあった。子どもたちへのアドバイ

スはあるのか。 

鳥取 地区学習会で頑張っているなかまがいるこ

とを 5月の人権学習で紹介することを中心に指導

をしている。学習会に参加している子どもの保護

者にも学習後の感想の紹介もしている。 

報告者 自分が学んだ人権学習は覚えていない。

就職差別が何なのかわからず何もできなかった。

（差別をなくす）具体的な行動の姿として言葉が大

切だとを考えている。こうしないといけないのでは

なく、めざすものである。相談にきた子どもに対し

ては、最低限学習会に参加しているなかまが助け

てくれる。そのために学習会をしているなかまがい

る。なかまがいる、いないが「はっきり言える、言え

ない」にかかわってくる。これが学習会の意味であ

る。 

三重 １００％の地区進出学習会への参加とあるが、

私の所では小学生低学年の参加率が低くなってき

ている。１００％参加できるしくみがあったら教え

てほしい。また、地区外の中で学習をしてくことが

中学を過ぎるころからあると思うが、その内容を

教えてほしい。 

報告者 開講以来、やめた子どもたちがないので

わからないが、新一年生の児童の家庭に参加の呼

び掛けをしている。「差別がないから学習会しなく

てよい」「もうやめてもいいのでは」という声が上

がらない。なぜなら「差別があるから」と共通のお

もいがあるからである。そんな声が上がっても続

けていけるよう頑張っていく。学校で学んできたこ

とと地域の偏見の狭間で起こる差別事象もある。 

鳥取 まず、話をしていくのはおじいさんおばあさ

んである。また、おとうさんおかあさんである。す

べての人の許可が必要。学習会へ参加していた保

護者がいることが大きいのではないかと思う。だ

から第一に保護者の理解を求めて活動している。

学校が中心に決めるのではく、保護者全員が保護

者会などに参加できる日を保護者中心で調整して

いる。 

協力者 被差別当事者が差別をなくしていく取り

組みをするのは、差別に負けない力を身に着ける

ためである。それは、社会の中に差別があり生き抜

くためのすべであると考える。人権のまちづくりを

していくには、被差別当事者でない人たちが学習

をして偏見や差別をなくしていくことが大切であ

るが、その原点として被差別当事者の人たちが立

ち上がって学習してることを知ってほしいと思う。 

三重 「いじめや差別はダメと言える」学習会が大

切だと思うが、高校で一人になったとき、誰が助け

てくれるのだろう。地区の子どもだけでなく本当は

地区外の子どもたちの学力として必要なのではな

いか。地域だけが頑張るものではないと考える。 

今の差別をどうしてなくしていくのかが必要なの

ではないか。 

 

―報告３―㉒ 

「『私たち』の部落研」   （千葉県同教） 

 部落研に参加する私の変容について報告する。

部落研は暖かい場所、人権課題につて語り合う部

落研、他人事とみていた私、差別に怒りのない私 

 語りを聴くこと語ることで「共事者」にある自分。 

「障がいがある弟を差別していた」と語るムラの青

年のことが「私」と重なった。うつ病の弟のつらさ

に目を向けず自分のつらさだけを考えていた自分

に気づかされた。「自死を選んだ友の死」について

自分がもつ怖さから逃げていた自分ではいけない

と思った。 「語ることはしんどいが、大切なことだ

から語る」ということを学んだ。そこから「共事者」

になることを決意する。 

 「差別する自分」「差別される自分」を語り合うこ
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とが自分事として差別を捉えていることに気づい

た。語り合うつながりが差別をなくしていくことに

つながる。私たちが当事者である部落研として活

動していきたい。 

大阪 部落研に参加することで、自分が変わってき

た。そのことを語ることで目の前の子どもたちは

どのように変わってきたのか。 

大阪 反差別の取り組みまでにつなげていくには

どうしたらよいと考えるか。私は、「まち」の取り組

みの素敵さをつなげると良いのではと考えてい

る。 

三重 報告者自身のクラスの生徒の課題をどう捉

えて、どう解決しているか教えて欲しい。加差別の

立場にいることの自覚についてはどうか。 

報告者 私が生徒に語るのは、大切な人だから語

る・語れるのではないかと気づいた。そのことがあ

って生徒は大切なことをしんどいことを話しかけ

てくれるのではないだろうか。解決策はないが生 

徒自身が考えていけるのではないかと信頼してい

る。だから一緒に考えたい。 

 「弟」の優しさや強さに気づいた自分がいる。偏

見がなくなれば、魅力が見えてきた。そんなことを

さまざまなその人が抱えさせられている差別の問

題を重ねていきたい。 

高知 自分は高校時代教師から差別を受けた。報

告者のような方が増えれば差別を受ける人が少な

くなり、差別はなくなると思う。 

香川 聞こえる声に対しては、つながりあえたのだ

が、声を上げていな子どもたちに対して何もでき

てなかった自分を反省している。そこが更に大事

なのではないかと考えている。 

兵庫 同和教育で育った子どもたちが、高校生に

なったら差別をなくしていこうとするなかまがすく

なくなってしまう現状がある。これではいけない、

言わなければ何もわかってもらえないと勇気をも

って「立場宣言」を子どもが行った。クラスの雰囲

気が真剣なものになった。差別に闘う力が培われ

ていたことに気づいた。差別をなくすには「差別に

ついて知ること」「自分のことを語ること」「自分を

語ってもいいというつながりがあること」を子育て

の中で気づかされた。 

高知 ひどい差別を受けていたけれども、子どもが

同和教育を受けていく中で、差別をなくすために

つながっていく姿がとても素敵で、取り組む人たち

の熱意が大きいと思う。 

三重 未だに「地域は怖い」という偏見がある。刷り

込まれている。差別の現実を観て同和教育を行っ

て欲しい。 

報告者 皆さんが多くを語ってくれてとてもうれし

い、ありがとうございました。 

 

― 3本の報告のまとめ ― 

高知の報告では、活動が楽しい、自分の思いを

語るところがとても良い。鳥取では、「地区進出学

習会」人と人の関係性を大切にしている。50年も

続いている。差別がなくなっていないということで

あるが、差別に負けない取り組みであり、人権を取

り戻してく取り組みであることを忘れてはいけな

い。千葉の報告では、「自分の差別性」に気づいて

いく過程から自分を振り返り、生徒をはじめとして

さまざまな人と語り合っていく取り組みであった。

「差別を知ること」「差別は自分の中にあること」を

気付かせともらった。 

 

―報告４―㉑ 

「きみら、何のために太鼓叩いてるん？」 

      ～浅香太鼓集団「獅子」の想い～ 

 （大阪市人教） 

  浅香町に住んでいて、解放同盟の役員をしてい

る。浅香町は小さい町、大阪公立大学が移設され

てきた。市営地下鉄の車庫が住民の反対を押し切

って設置された。地区の置かれた状況は、いろいろ

なところに車庫の設置の打診を大阪市はしたのだ

が反対に合い、浅香町に話をもってきて反対を押

し切り設置された。そのおかげで人の出入りが制

限され、そこに出入りする人たちは被差別部落関

係の人たちであろうとみられていた。陸の孤島で

ある。住民の住める場所も制限があり、災害を受け

やすくなっていた。（1960年代）その後、住みやす

い街にしようと住民が立ち上がった。1987年に

最終列車が出て行って、車庫をなくすことができ

た。そして、解放子ども会に参加するようになり、

太鼓を叩いていた先輩にあこがれ、太鼓を始めた。

その差別をなくす学習の中で、沖縄に行き和太鼓

の師匠である人たちと出会った。和太鼓を教えて

もらうと同時に沖縄で起こった戦争での出来事を

学ぶに至ったのである。 

 その後、大きな転機が訪れた。太鼓演奏の大きな

集会で出会った人から「きみら、何のために太鼓叩

いてるん？」と訊ねられ、楽しいだけでやっていた

が部落解放運動の一環としてやっていく必要性に

気づかされた。部落産業の太鼓という観点から自

分たちが伝えられるものがある。改めて「浅香対抗

集団『獅子』」と名乗った。地名を背負う意味を考え

た。当然差別について学習した。今でも差別はあ

る。その現実がある。そのなかで「差別って何」「伝

えていけることって」と考えるようになり活動して

いる。 

 活動をつなぐために子どもたちとともに頑張っ

ている。また、様々な背景をもつ子どもたちもいる

が「太鼓を叩く」ということがモチベーションになっ

ている。他県の人たちとのつながりも考えている。 

大阪でも太鼓と沖縄戦の学習を通して人権や平和

について考え、教育の大切さを伝えていっている。 

 

―主な質疑と意見― 

香川 聴いていくと、地域の人たちとの関わり、教

職員とのつながりがあるようだが、それを創って

いくヒントがあれば教えて欲しい。 

報告者 教育の担当もしているが地域の小・中学校
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と連携するための会議がある、学校の現状を聞い

たり、太鼓を叩く子どもたちの様子を聞いたりして

いる。特にケース会議に参加して「太鼓」で何かで

きないかも協議している。子どもと関わっている

ので、教職員とのつながりもできやすい。教職員の

力も借りながらではあるが。 

（不明） 部活動としての部活動の中で部落問題学

習はどうなっているか。地区出身でない子たちも

いると思うが。 

報告者 浅香太鼓「獅子」13人いるが私自身が部

落問題をどう伝えるのかわからないこともあり、部

落問題学習はできていない。しかし、やっていかな

いといけないのだが、今回地域の中で子どもたち

の中でトラブルがあり、そのことをきっかけに私た

ちの活動の意味を伝えることができた。メンバー

は地域外の子たちばかりになっている。どう伝え

たら良いかは悩んでいる。沖縄に行ってきたが少

しずつ学習している。 

大阪 私たちは様々な地域に残る行事ごとにその

歴史や意義について話させていただいている。 

報告者 子どもの変容があったこともあり、浅香太

鼓「獅子」の活動自体が意味のあることであると考

えている。少しずつではあるが進んでいきたい。 

京都 地域のお祭りの復活の際に子どもたちに話

をさせていただいた。出会いは、子どもの経験とな

っている。どんな出会いを創っていくかが学習で

はないか。集団づくりはなかまづくりだと考えてい

る。 

報告者 浅香町も活動の場が少なくなってきてい

る。前は、学ぶ場も多くあった。しかし、その中で家

を浅香町に建てる人たちも増えてきた。「この地域

のことを知っていますか？子どもたちに部落問題

学習を教えて良いか」と訊ね進めている。「ぜひ教

えてください」という声が多く。今進めているとこ

ろである。 

千葉 地域の人たちの差別への心配を考えるとき

差別をなくすための運動を広げるために行ってい

ることがあれば教えて欲しい。 

報告者 地区出身の親が太鼓をやっていたことが

きっかけで太鼓をやっている子がいるが、そのこと

をどう伝えるかも今考えている。しかし、差別を乗

り越えるようなカッコよさを求めて活動をしてい

きたい。 

千葉 被差別部落のことを伝えるしんどさについ

て「被差別当事者は部落問題を伝えきれる」と誤解

があったのではないかと感じている。 

熊本 地区内の子も、地区外の子も正しく学ぶ事が

大切で、この報告の取り組みはそれをつなぐ取り

組みと感じる事ができた。差別のないまちをめざ

しましょう。 

熊本 地区内の子は「テストの答えを教えてもらっ

ている」という偏見があり、地区外の子にも地区の

中で学習会の内容を理解してもらうことも必要で

はないかということで地区内・地区外の子どもも

一緒に学習していくことを進めている。 

高知 「差別に出会ったら闘わなくてはいけない」

ではなく、話を聞いてくれる人やわかってくれる人

そんな出会いがとても大切で、自分のことが言え

る関係を築いていくつながってくことが素敵では

ないかと思う。全人教でもこんな出会いがあること

をうれしく思っている。 

 

 ―報告５―⑱ 

「私たち自分のために学んでいるんです」 

（愛媛人教） 

  部落問題学習の是非について、疑問を投げかけ

られたことからこの取り組みが始まった。「部落差

別は自分の周りにない、だから部落問題について

考えることができない」「何も知らない子どもにわ

ざわざ教える必要はない」と言う母親に理解して

もらうまでには至らなかった。人権・同和教育参加

にでは、懇談への参加率が極端に低い。このことか

ら、教師も保護者も「子どもを育てる同じ大人」と

してつながることを意識した。PTAの人権・同和教

育委員会で投げかけたところ「親が差別している

かもしれない」と子どもが思うような生き方はした

くない「胸が張れる大人になるための学習会」に参

加を呼び掛けた。学習会では「きれいなことを言っ

ているが、自分自身の体裁を考えていたのではな

いか」など自分の弱さを語りあえるようになってき

た。「歴史学習会にも参加しよう、正しい知識を大

人も知ろう」しかし、参加者は少ない。でも参加者

は学び続けたい。参加しやすいようにしていこう。 

学習会では、歴史学習を日常の生活に重ねる話し

合いになった。「差別をしない生き方」を考えるよ

うになった。そのためには「正しく知ること」が大

切、なにより「自分のために学んでいる」という意

識が高まってきた。「山の粥」の学習では、参加者か

ら人権・同和教育の大切さを感じたという意見が

多くあった。 

一方で、「どこが部落か」を教えてしまうことになる

のではと心配の声も聞こえた。そこを乗り越えるの

が人権・同和教育なのだけれど・・・。やはり、学び

続けることを確認した。そして、人権・同和教育は

一人でするのではなく、保護者も子どもも教員も

私自身もみんなで学習していくものであることを

気づくことができた。そして、多くの出会いで意見

を聴くことが重要。さらに「差別を無くすために自

分のために学ぶ」と決意した。 

 

―主な質問や意見― 

熊本 どんなに人権・同和教育を前向きに進めてい

こうとするが、保護者から後ろ向きなことがある。

そんなとき、「子どもの姿で保護者を変えていけば

よい」と思っていたが、PTAの人権・同和教育部は

どのような経緯できたのか、またもう少し詳しい活

動内容を教えて欲しい。 

(不明) この学習会を立ち上げようと思ったのか。 

堺市 人権・同和教育参観日の経緯や PTA活動の

縮小する傾向にあるなか PTA活動している人の
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熱量はどこからくるのか、学習会への準備等教え

て欲しい。 

愛媛 「ともに学ぶ学習会」とした理由について知

りたい。 

報告者 私は中学校で被差別の子どもたちに関わ

ってきた。親はわかっていない前提で同和教育を

していた自分がいた。しかし親っていうものは無条

件で子どもが心を預けて親の背中を観て成長して

いく一番近い大人であって、その次が教師で、子ど

もに近い大人同士が一緒に学ぶ事は大切だ。なぜ

まだ同和教育するんですかという疑問を一緒にな

って探していきたいと思った。それが最初だ。なか

まがすぐそばにいたのも大きいし、組織がすでに

出来上がっていた。私の同和教育は親と向き合う

ことだった。親に対して上から目線だった自分を振

り返ったことも大きい。 

大分 PTAが学ぶ事で人権・同和教育が変わって

きたのか、学校や教職員がどのように変わってき

たのか。部落問題と向き合うところから始めてい

る自分がある。まちづくりの展望を考えるときに成

果を教えて欲しい。 

報告者 部落問題とどのように出会っているのか

ということに関して、しんどいことを聞かせてもら

わないとわからないのかなということに関して疑

問がある。被差別体験を聞いて初めて目が覚めま

した、ということはしんどいことを話させないと目

が覚めんのかということを思うようになって、そう

であれば、同じ気持ちで語っていくことも必要と思

う。私の学びを私の場所で広げていきたい。違う場

所に行ってもなかまを増やしていき、差別が少しで

もなくなるようになればいいと思う。そして、学ん

だ一人がその場所で広げていければ差別はなくな

っていくかもしれない。そんなことを思って活動し

ている。 

愛媛（報告者同一学校教職員） 昨年 6年生受けも

っていたが、2年生を受け持って 6年生だけの学

習ではいけないなと思った。そこが変わったところ

だと感じている。 

愛媛（報告者同一学校教職員）  私も学習会に参

加している。自分自身の親へのコンプレックスから

くる自分の弱さに気づくことができた。それを語っ

ていくことが子どもたちの前に立つ自分を変えた

と感じている。強制してしまう自分もいるが、そん

な自分に気づけ、子どもたちの前に立っている自

分に変わってきたと感じている。 

 学校での授業を保護者に伝えて、感想聴いて欲し

いという自分がいたが、学習会を一緒に創り上げ

ることで、保護者の考えの深さに気づくことができ

た。そのことで子どもを真ん中にして保護者と話が

でき、子どもに対する自分の思いも伝えることが

できた。 

香川 小豆島では、子どもを見守るため保護者会

を定期的にやっている。保護者同士や教職員と保

護者とつながることを考えていた。子どもが高校

に進学したときに、保護者が孤立してしまうので

は、悩みを打ち明ける場所がなくなるのでは、とい

うことに対してどうするかという保護者会を始め

たが、コロナ過で進めることができず悔しいい。し

かし、再開する勇気をもらった。 

 

―総括討論― 

協力者 人権のまちづくりの根本は何なのかを 5

本の報告をもとに論議できたらと考えている。 

大阪 差別をなくすためには、部落問題学習をして

いく中で人とつながりあう学習を中心にして進め

ている。子ども同士だけではなく出会う人すべて

がつながり続けることを考えている。差別に負け

ないというキーワードもあったかと思うが、正しく

知ること、多角的に見ていくことも重要だと思って

いる。そういう先人たちに学びたい。 

高知 差別に負けない人、立ち向かうということに

ついて考えた。それぞれの考えはあると思うが、そ

れぞれの状況で差別に立ち向かっているそのこと

を考えると、「闘う」や「負けない」という言葉で括

らないで欲しい。逃げながらも闘っている人もい

る。わかってほしい。そのことからも仕事なかで人

権問題に関わっている皆さんに差別は日常にある

ということをわかって欲しい。日常を中心に考えて

いくことが差別をなくすことになるのではないか。 

福岡 ここで解放学習をしていることを周りの人に

言いたいという子がいた。学習会に入ることを配

慮した私に「私は何も悪いことしていない誇りがあ

る」と。この言葉に、（かってに隠していたいことな

のでは）という思い込みや、「差別に負けないよう

に頑張らんといかん」と言っていた自分がいたこと

に、子どもに気づかされた。どこに課題があるのか

を観たうえで差別をなくす活動をしていく必要が

ある。 

（不明） 人権教育については差別をなくしていく

力をつけて欲しい。自分自身結婚差別を受けて、そ

んな子どもたちになって欲しくないと思う。それを

なくしていく同和教育であってほしい。 

愛媛 自分がその立場になって初めて（自分のしん

どさの語り）、一緒に歩いてくれる人とくれない人

がわかって、自分の在り方を考えた。語るしんどさ

でつながりあえることこそが信頼しあえる。そんな

人がいて初めて自分らしさを見つめることができ

た。しかし、差別に出会う怖さ、被差別の皆さんと

重なった思いはある。そんなときは自分を語りた

い。自分の思いを受け取ってくれる人であれば語

りたいと思うし一緒に活動したい。「大変だね」だけ

では憤りを感じる。差別をなくす一人としてしんど

さの意味を伝えていきたい。 

千葉 報告できたことを感謝したい。この出会い

が、つながりが大切であることをあらためて感じて

いる。つながるまちこそが差別をなくすことになっ

ているのではと思う。立場がない関係性が築けて

いくのかということが学びになりました。私こそ

が、皆さんこそがつながりを創る主体者となって欲

しいと切に思う。 
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三重 部落問題学習はぜひ積極的にやって欲しい

が、差別の現実は今も厳しいものがある。これをど

うしていくかは人権のまちづくりについて大切な

視点ではないのか。学校では学習をしているが地

区でも学習をしている。  

しかし、学習をしていない人がまだいる現実をど

うするのか、今ある差別の現実があるのではない

か。そういうことを知らせることが啓発ではない

か。部落差別はしてはいけない法律もある。という

ことは、部落差別は犯罪であるということをしっか

り伝えて欲しい。今はそれが大切なのではないの

かと思う。 

千葉 ようやく 80になって話せるようになったと

言われた。語るきつさや語れない思いを受け取る

ことを知った。そのことを大事にしたい。 

福岡 学級に入れない子も和太鼓ならやってみよ

うという気持ちになる。和太鼓をする意味を語っ

て演奏を始めるからだと思う。地域もつながって

いる。差別をなくすために自分を語っていく活動も

行っている。それが子どもたちにとっても差別をな

くすための営みとなっている。今日の報告をもとに

続けていきたい。 

高知 今回の報告を聴いて「なんで通わんといかん

の」「あそこには通わんでいい」という現実に向き

合っていきたいと思う。ありがとうございました。 

福岡 まちづくり・ひとづくりは同じだと思った。今

回の差別の壁を双方から乗り越えていくことに感

銘を受けた。地元にかえって伝えていきたい。 

 

―報告者の感想― 

高知 黒潮町の皆さんありがとうございました。今

回「当事者性」など自分の考え直しとなりました。 

 はじめは完成されたものでないといけないと思

っていた。出会いはいろんなことを気付かせてくれ

るものだと思った。語ることの重要性をあらためて

感じた。 

 自分たちの活動で、自分を語ることがコロナ過の

せいにしていたり、形骸化に気づいていなかったり

していたのではと思う。昔に戻り頑張りたい。 

千葉 うれしかったこと「一人で発表した気になっ

たけれど、一緒にいた人たちの顔が浮かんだ」私も

今日は同じ気持ちになった。感謝の気持ちでいっ

ぱい。 

鳥取 差別に負けない強い子どもとは勝ち負けで

はない。何かあったら、「それっておかしい」という

勇気をもつこと。一歩前に出て一言いうこと。それ

が差別に負けないということと捉えている。地区

進出学習会でもそのように進めている。この報告

に対しての意見を踏まえてこれまでを振り返り、よ

りよく次に進みたいと思う。 

大阪 私たちの活動は人権啓発活動と捉えてい

る。メッセージは差別があることを知っておかない

と「学習をしないと君が差別する側にまわってしま

うのだよ」「君が差別をしない人になって欲しい」た

めにこういう活動をしていることを常に伝えてい

る。そんな子どもたちが増えることで差別が減って

いく世の中になっていくと思うし、そんな子どもた

ちが仲間を増やすことで、差別のない社会ができ

あがっていくと思っている。共感をもってくれる人

たちがいるとうれしい。どこでも行く。 

愛媛 同和教育、みなさんと出会えていいなと思っ

た同和教育が教え子との再会を果たしてくれた。

人と人が出会うのが同和教育だ。同和教育のいい

なというところを伝えていきたい。でも差別は許

さない。必ず差別をなくしていく。 

 この報告を友人や家族に伝えていきたいと思う。

ありがとうございました。 

 

―総括― 

 この２日間で考えたこと感じたこと討論したこと

を皆さんの持ち場や学習会の場面で報告していた

だくことがつながりを広げる、また全国人権・同和

教育研究大会が学びになったことを感じてもらえ

たことをうれしく思う。 

 

―編集後記― 

 今回の分散会はとても考えさせられる報告や指

摘があった。 

議論の一つに「差別等について自分を語ること」

にどんな意味があるのかについて確認と議論があ

った。人権課題の一つは、差別はないし、していな

いと考えている人や差別があることを知らない人

に、差別があることを気づかせたいことである。そ

の取り組みの一つが「語る」「語り合う」である。そ

の「語る」「語り合う」が人と人をつなぐことにつな

がって、人権が尊重されるまちづくりへとなってい

くことが報告と討議の中で確認出来た。 

地区進出学習会での当事者の学習の必要性が

確認されるなか、地区外の部落問題学習こそが必

要ではないかと論議になった。それぞれに差別を

なくすと取り組みなのであるが、持つ意味合いが

違うことにも気づかされた。そんな論議の中で、今

も偏見が刷り込まれ、差別があることを訴えられる

場面があり、今まさに人権が奪われている現実が

あることを忘れてはいけない事を肝に命じた。 


